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　1.はじめに

　人類は過去１万年の間に農耕を契機に飛躍的な発展を遂げ，盛衰がある

ものの高度の文明を築いてきた。しかし，この人類の加速的な発展の前に

は，移動性の狩猟採集生活が長い間営まれてきており，定住型の農耕形態

とは異質の生業が採用されてきたことも確かである。人類が生業形態を変

えて農業を採用するようになった背景に，１万５千年ほど前から始まった

気候の大変動か絡んでいたことは，考古学と古気候学の成果から次第にわ

かってきている。ヤンガードリアス期という寒の戻りがあったとはいえ，

その後１万年前から始まった完新世という安定的な気候温晩期に，地球の

環境は劇的に変化し，その適応から農業は始まったと考えられているので

ある。

　これは，環境の変化が人間の行動を変え，農業というその後の人類の発

展に基本的につながる生業形態を採用させたということであり，ある種の

環境決定論を彷彿させる考え方である。しかし，このことは気候風土が人

間の発展の可能性を決定するという，単純な決定論を意味するのではなく，

環境という所与の形で従来想定していた部分が大きく変化することにより，

人間が集団として選択できる選択肢の内容や成果を根本的に変化させ，辿

ることができる経路の内容がおおきく変更されたことを意味している。人

類が生み出す成果は，起こりうる様々な可能性（自由度）のひとつである

一方で，環境とりわけ気候の変化は，長期的にみれば，人類が辿りうる方

向を大きく制約するという意味で，きわめて影響の大きいものである。
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　完新世という気候の安定期においても，実際には寒冷化を伴う急激な気

候変動が周期的に発生していたことが，古気候に関する最近の研究成果か

らわかってきており，地球規模で観察された急激な気候変動が，節目ごと

に人間の活動に影響を与え，遺跡の盛衰にも連動していたという考えが提

示されている。文明の盛衰は，それ自身の固有の要因のみならず，気候変

動という環境要因の大変化にも直接的，間接的に影響を受けていたという

ことであり，このことを完全に否定することはむしろ難しいとさえ思われ

る。もちろん，これは単純な環境決定論を提唱することと同じではない。

　本稿は，このような環境に関する関心と問題意識を前提にしながら，気

候変動が文明の盛衰，とりわけ国家の盛衰にどのように連繋していくのか

を改めて探っていきたい。内容としては以下の通りである。次節では，完

新世における急激な気候変動を簡略して紹介し，第３節では，幾つかのイ

ペントとして発生していた地球の寒冷化現象に対応させながら，人類の活

動の変化を年代順に紹介していく。第４節では，気候変動と国家の衰退を

繋げる関係を，前近代社会を前提しながら理論的視点から考察していく。

その際，自然，経済，政治の領域をシステムとしてとらえ，その相互作用

を想定することにより，単純な決定論からの離別が図られるはずである。

第５節ではさらに近代社会の特質を簡略にとりあげ，改めて気候変動との

関わりを再考することになる。

　2.完新世の気候変動

　古気候学によれば，１万５千年ほど前に晩氷期から後氷期に入って気候

が大変化し，温暖化が始まった。１万2800年ほど前にヤンガードリアス

期という寒の戻りを経た後，１万1700年ほど前から完新世という安定し

た温暖期が始まり現在に至っているとされる。近年になって，年輪，氷床

コア，湖沼・内湾での堆積物など，「年縞」と呼ばれる年代毎に蓄積され

た対象物の成分を分析することにより，高精度の気候変動が解析され，そ
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の変動の様相がわかってきている。それによれば，高緯度地域では東西と

もに晩氷期の急激な寒冷化時期であるハインリッヒ・イペントやヤンガー

・ドリアス期という温暖化後の寒冷化時期が同調して観察されたのに対し

て，後氷期の温暖化開始時期は東洋の中緯度地域のほうが西洋の高緯度地

域より500年ほど先行しており，逆にヤンガードリアス期の開始が300年

ほど遅れるという，時期上のずれが観察されている（安ｍ 2004:152-54)。

また温暖気候が定着したとされる完新世においても，その気候は幾つかの

広範にわたる寒冷化現象に中断され，寒冷化は大まかに1500年±500年

ごとに発生していたのである（Ｂｏｎｄetal.1997）。

　千年単位の気候の変化は，地球上の気候区の変化をもたらし，対応して

生態系の変化を促していた。とりわけ，晩氷期から後氷期への温暖化は，

気圧配置や寒冷前線の位置を変え，中高緯度地域の植生に大幅な変化をも

たらし，呼応して動物の分布をも大きく変化させることになった。人類が

移動型の狩猟採集生活から定住型の狩猟採集生活に生業を変化させ，最終

的には栽培と飼育に代表される農業と牧畜業を創造し発展させていった背

景に，晩氷期から後氷期にかけた気候大変動かあったことは見逃せない。

さらに，完新世においてもみられた周期的な寒冷化現象は，程度の差があ

るといえ，人類の生業形態ないしは組織形態におおきな刺激を与え，その

変化（進化）を促していたと考えられる。

　気候変動の要因として，一般に，大気と海洋の相互作用，火山活動，大

気成分の変化，太陽放射の変動などが指摘されてきた。大気の全般的な循

環は気候と密接な関係があり，その変動は海洋や地表の状態との力学的・

熱力学的なフィードバックによって増幅される。とくに海洋は膨大な蓄熱

能力をもち大気の冷・熱源として役割を果たして，長期的で地球規模の影

響を気候にあたえる。火山活動は，噴火により火山灰や硫化ガスを成層圏

に吹き上げて，太陽から地球への輻射熱を減少させる。また水蒸気，二酸

化炭素，オゾンなど大気ガス成分の変化は，いわゆる温室効果を発生させ
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て気温上昇をもたらすと考えられている。ちなみに，海洋は水蒸気の巨大

な補給源であるとともに，二酸化炭素などの貯蔵庫でもあり，その表面温

度の変化に対応して大気の濃度を変化させる関係があるといわれている。

　最後の太陽放射であるが，前者３つの要因が地球の温度変化を増幅させ

る効果を説明していたのに対して，太陽放射の変動は地球に直接的な影響

を与えるわけであり，第一次的な要因としての重要性をもっている。太陽

放射は，黒点活動などを通じ，それ自体周期的に変動するものとして観察

されているが，他方では地球軌道や地軸の変化によっても実質的に太陽放

射量が変化し，地球の温度に影響を与える。地球の公転軌道は楕円であり，

その離心率は約10万年の周期で変動する。地軸の傾斜も約４万年の周期

で変動し，さらに春分点の歳差運動があり，その太陽との距離は約２万年

の周期で変化する。これら３つの周期的変化の複合により地球への太陽放

射エネルギーは変化するのであり，実際氷期における気温の推移は公転軌

道，地軸，歳差運動による理論値と符合していたのであるl)。

　産業活動による温暖化ガスの増加が顕著となった現代を除けば，二酸化

炭素など大気の成分の変化は，海洋表面温度や大気温度の変化によって促

され，その変化は決して無視できないとはいえ，増幅効果をもった派生的

要因とみることができる。また火山活動は散発的であり，そのスクリーン

効果が時間的に一時的であることを考慮すれば，二次的要因とみなされ，

結局，気候変動の第一次的要因として太陽放射の変動を，その主要な増幅

1)いわゆるミランコヴィッチ理論の検証であるが，その経過についてはImbrie

　　and Imbrie (1979: 164-72)が参考になる。公転軌道の周期的変動が気候に与

　　える影響についてはさらにBradley (1999: 35-46, 280-83)も参照されたい。

　　深層海流と突然気候変動については, Broecker(2003), Street-Perrottand Per-

　　rott(1990)を参照。急激な気候変動(Abrupt Climate Change)については近

　　年関心が高まっており，人間の活動が気候に及ぼす影響も含めて，その概

　　要についてはAlley et a1.(2003)などを参照されたい。さらに，南極地域の

　　大気や周極海流の変化が太平洋ならびに大西洋の気候と連動していること

　　が指摘されており，急激な気候変動の引き金として注目されている(Ｌａｍy et

　　al.2004)。
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要因として（雪水圏の変化を含めた）大気・海洋相互作用をとりあげること

が自然となる。

　大気循環モデルとしては，一例として図１のような構図で描かれるが，

北緯（南緯）30度付近に亜熱帯高圧帯が，極地には極高圧部が形成され，

風向の太棹を決めている。北半球では北極から東風の周極風が吹き，亜熱

帯高圧帯の北側では中緯度偏西風が，南側では熱帯東風または北東貿易風

が吹く（南半球では逆になる）。さらに亜熱帯高圧帯と極高圧部に挟まれる

形で寒帯低気圧（亜極低圧帯）が発生し，偏西風と亜熱帯高圧帯からの東

風がぶつかる境に寒帯前線帯(Polar Front)が，そして寒帯低気圧を回る偏

西風と北（南）極からの周極風がぶつかる境に北（南）極前線帯が形成さ

図１　地球の風系モデル

-

41－



　　　　　　　　　　　気候変動と文明の崩壊

れる。赤道付近では北半球と南半球の熱帯東風が収束して上昇気流に転じ，

熱帯収束帯(ＩＴＣＺ: IntertropicalConvergence Ｚｏｎｅ)が形成される。また，熱

帯収束帯と亜熱帯高圧帯，亜極低圧帯，極高圧部の間には上空に(ハドレ

ー循環などの)大気循環が存在し，その高層にはジェット気流が流れてい

る。

　世界の降水量の多寡は基本的に熱帯収束帯と寒帯(極)前線帯の移動に

よって支配されている。収束帯と前線帯の移動は，極高圧部と亜熱帯高圧

帯の勢力の変化によって影響を受け，これらは夏冬の太陽放射の変動に影

響されて位置を変更する。また，北半球においては陸地の面積が大きく，

とりわけチべット高原やシべリア平原における地表温度の変化が海面温度

との差を生み，夏冬特有の気圧配置を形成して，熱帯収束帯の移動ととも

にモンスーン現象を生み出す。さらに，風向の変化により海流の変化が促

され，海洋の表面温度の分布が変化することがある。これは翻って気圧配

置の変更をもたらし風向の変化を促す。エルニーニョ・南方振動(ＥＮＳＯ)

のように，太平洋赤道東部の海水温度の変化が赤道付近の気圧配置の変化

を促し，世界中の気候変化へと連動することになる。同じように北大西洋

上の南北気圧勢力の変化(ＮＡＯ)は，欧州・地中海，中東，北アメリカな

ど広範囲の気候変動に連動することが指摘されている。さらに，アイスラ

ンド，ラブラドル・グリーンランド沖を起点として大西洋，インド洋，太

平洋へと海底をゆっくりと流れ，循環する深層海流(the Great Ocean Con-

veyor Belt)の存在は，地球の温度を安定化させる機能をもつものとして認

識されてきている。北大西洋亜極域の寒冷化によりその循環が阻害された

とき，気候は急激に変動し不安定化すると推測されている。

　世界の気候区は，緯度や高度といった地理的位置のみならず，世界の風

系とその影響を受ける降水量に大きく依存している。土壌や植物の分布も

気候区に対応して決まり，動物の生息地域も派生的に気候に条件付けられ

る。人間も適応性が高いといえども，その生業が動植物に依存している点
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で，気候の変化に大きく影響を受けざるをえない。気候の変動は，数十年，

百年，千年単位で発生しているが，先に述べたように完新世という気候の

安定した時期においても，気候区の変化をもたらすほどの大きな変動（寒

冷化）が千年単位のレペルで発生していたことがわかっている。寒冷化は，

赤道地域と極地域の温度差を拡大させて，大気循環を活発化させ極前線の

発達を促して，高緯度地域の雪水圏を拡大させる。その結果，極高圧部の

発達をもたらし，全般的に寒帯前線帯を赤道方向へ移動させる。さらに熱

帯収束帯も，大陸の地表温度，偏西風の位置や両極高圧部の勢力の相違な

どにより，その移動の範囲が変わってくる。寒冷化は5500年前に生じた

サハラ砂漠の乾燥化のように，全般的な気温低下と乾燥化を想像させるが，

実際は高緯度地域の寒冷化とともに亜熱帯高圧帯，寒帯前線，熱帯収束帯

がその位置を変えて気候区が変更し，それによって乾燥化は引き起こされ

ると考えるべきである。

　人類は完新世になって気候の変動とともに農業・牧畜業を発展させ，国

家の形成を中心として文明の内容を発展させてきたといえるのであるが，

その１万年にわたる完新世の気候変動の様子を東西にわたって次の図のよ

うに一望することができる。図２Ａはグリーンランドの水床コアの年縞

に含まれた酸素同位体の比率を表しており，晩氷期の終局から間氷期（Ｂ-

Ａ＝ベーリング・アレレード期），ヤンガードリアス期を経て完新世(Holocene)

にはいるまで，（気温の代理指標である）酸素同位体比は大きな変動を示し

ているのに対し，完新世に入るとその変動は小さくなっている。この結果

から，完新世の気候は安定化していたと解釈されてきたのであるが，その

内容をより詳しく分析すると，完新世になっても急激な気候変動が発生し

ていたことがわかってきた。図2B, 2Cは北大西洋の亜極区域と亜熱帯

区域における海面温度（代理指標）の推移を表している。図からわかるよ

引こ，完新世になってもボンド・サイクルと呼ばれる８つの寒冷化のイペ

ントが発生しており，亜極・亜熱帯区域ともにほぼ同調していることがわ
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　　　　　　0　　　　　　5　　　　　10　　　　　15　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　暦年代（000yr.Ｂ.P.）

　deMenocal (2001: Fig.2）を一部改変。図ＡはGreenland Ice Sheet Project 2

（GISP2）からの酸素同位体データ，図ＢはBond et a1.（1997），図ＣはdeMeno-

cal et al.（2000ａ），図Ｄは14C炭素同位体比残差のデータ(e. g. Stuiveret ａ1.

1998）に基づいている。図Ｅは北緯20度の夏季(6, 7, 8月）太陽放射量を表

す。図Ｂ，Ｃ中の数字はボンド・サイクルの各イペントを表し，年代軸の三角マ

ークは年代測定点を表す。
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がる。さらに，5500年前ごろから北大西洋亜熱帯区域では海面温度が上

昇し，他の指標から乾燥化か始まっていることが確認され，およそ14800

年前から5500年前まで湿潤であり緑のサハラであった地域が砂漠化し始

めたと考えられている(deMenocal etal.2000ａ)。

　図２Ｄは炭素同位体比偏差を表しており，太陽活動の代理指標として

解釈されている。これを図2B, Cと比較すると必ずしも同調していると

はみえないようであるが，他の研究では北大西洋亜極区域の気候変動は太

陽活動と密接な関係にあることが示されており，太陽活動との関係は無視

できない(Ｂｏｎｄetal.2001)。そして，図２Ｅは北緯20度における6, 7, 8月

の太陽放射エネルギー量を表している。１万年前をピークに放射量が減少

していることがわかり，北アフリカの乾燥化か基本的には太陽放射の長期

的な変化に対応して生じていたことが推察できる(deMenocal et al.2000b)。

　図３はイスラエルのソレク洞窟(Soreq Cave)の石筍から抽出された酸素

同位体比偏差(618０)と炭素同位体比偏差(6 13C)をそれぞれ表したもので

ある。 6 180 は気温が一定である限り降水量と負の相関関係があり，湿潤

度を表す代理指標となる。他方，6 13C は6 180 との対比で環境を表す代

理指標となり，夏期に繁茂する草本類の頻度が高くなる状況では値が高く

なるのに対し，冬期の比較的冷涼湿潤な環境で繁殖する樹木類の頻度が高

い状況では値が低くなる(Issar and Zohar 2004:25, 32)。

　図３からわかるように，晩氷期である２万年前から618０は急激に低下

をしていき，１万4500年前頃に最低になった後，ヤンガー・ドリアス期

の一時的な上昇の後，再び低下し6500年前まで現在より低い値をとり続

けていた。 6500年前から上昇し現在と同じ水準を維持している。 6 13C の

方は，同じく晩氷期から間氷期まで低下を続け，現在より低い値をとって

いたが，9500年頃から値は急上昇し高い値を維持した後，6500年頃前か

ら現在の水準に低下している。

　これらのことは，１万５千年前まで降水量が増加して乾燥気候から湿潤
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　　　　　　　　　　　　　　　暦年代(OOOyr. B.P.)

　Bar-Matthews et al.（1998: Figure 9.1.)を一部改変。年代推定は230Th/234U法

によっている。両縦軸の縦線は現在における変動範囲を表わす。

気候に変わったことを意味し, 613Cの値から冬雨による湿潤化であった

と推測される。 9500年から6500年の期間は冬雨のみならず夏雨も加わり，

湿潤の度合いはさらに高まった。 6500年前から気候は現在と同じ地中海

性気候に変わったと考えられる。冬雨は寒帯前線（ポーラーフロント）の南

下によるものである一方，夏雨は熱帯収束帯の北上（または偏西風の蛇行に

よる低気圧の発生）によるものと考えられ，北アフリカの湿潤化か9500年

から6500年前までに束地中海沿岸にまで及んでいたということであろう

(Bradley1999;323)・

　図４は，鳥取県の東郷湖，中国黄土高原（達家台），琵琶湖の堆積物の成

分分析から得られたデータを示し，それぞれ海面水準，夏季モンスーン，

降水量の代理指標となっている。それらは１万年前からの完新世の状況を

示しているが，それ以前についても状況がわかっている。福滞仁之の研究

によれば，１万年前までは夏季モンスーンの活動は弱く（冬季モンスーンは
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　　　　図４

　　　　　　　　　　　　　　　　　推定暦年代(cal.yr.B.P.)

　福滞(2002: 167, Fig. 19)を一部改変。各図上部の矢印はボンド・サイクルの

各イベント時期を表し，中段，下段の図上部に描かれた卵形の領域は中図におけ

る温暖期を表わす。

活発)，偏西風が強かったのに対し，１万年前頃から夏季モンスーンが急に

活発化し，海面が上昇し始め，洪水が頻繁に起こるようになった(Fukusawa

1999)。1万年以後では，図４からわかるように，寒冷化に対応したイベン

ト(ボンド・サイクル)が東アジアでも観察され，寒冷化と海面水準の低下，
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夏季モンスーンの衰弱が連動してみられる。ただし，日本の琵琶湖（近畿

地域）降水量がボンド・サイクルに対応して変動しているのに対し，中国

黄土高原における夏季モンスーンは必ずしも対応して変動していない。中

国黄土高原のデータは，夏季モンスーン活動そのものよりむしろ湿潤化の

程度を表すものと考えた方がよく，寒冷期に中国において湿潤化する現象

は，大平洋から吹いてくる夏季モンスーンと中緯度偏西風との関係で南下

する寒冷気団との狭間で発生する寒帯前線（ポーラーフロント）が活発化・

継続化することにより発生するものと考えられる（Ａｎ etal.2000）。

　3.気候変動と文明の盛衰

　完新世には，ボンド・サイクルと称して1500±500年ごとに８つの寒冷

化イベントが生じていた(Ｂｏｎｄeta11997)。これにヤンガードリアス期と

小氷期が加わって10のサイクルが存在することになる。これらの中で人

間の活動との関係があると推定されるのは，イベントＯ(小氷期400B.P.),

イベント1(1400B.P.),イベント2(2800Ｂ.Ｐ.)，イベント3(4300B.P.),イベ

ント4(5900Ｂ.Ｐ.)，イベント5(8200Ｂ.Ｐ.)，ヤンガードリアス・イベント

(12500B.P.)の７つである2)。ワイス(Weiss 2000)によれば，完新世におけ

る突然の気候変化は12800, 8200, 5200,4200Ｂ.Ｐハこ起きており，その

反応として何らかの文明(文化)の崩壊が生じているという。彼は，イベ

ント３からヤンガードリアス・イベントに注目しているわけであるが，と

りわけ4000年前前後に生じたイベント３の寒冷化は，東地中海，北アフ

リカ，西南アジア，インダス流域という広範囲にわたって，文明の崩壊な

いし衰退をもたらした点で特記すべきイベントであったという。

　７つの寒冷化イベントが反応過程として文明の崩壊・衰退ないしは変容

2）年代は暦年代ないしその推定値の形で表示されている。炭素測定年代であれ

　　ば，年輪補正が施された較正値で表示され，未較正値の場合は14C年代値

　　と明示することにしてある。年代値は,1950年から溯った値(B.P.: Before the

　　Present)か，西暦（紀元後A.D.,紀元前B.C.)のどちらかで表示されている。
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をもたらしたという命題は，東地中海・西南アジアという地域に限定され

たものでなく，地球規模の現象であったといえるようである。これは寒冷

化という気候変動が局地的ではなく，地球規模にわたる急激なものであり，

気候区の変化をもたらして，経済システムを変容させ，その基盤に乗った

政治システムの動揺・崩壊をもたらしたものと考えられるからである。し

かしながら，１万5000年ほど前に生じた晩氷期から後氷期への温暖化と

いう現象が，人類が文明化への道を辿り始めた出発点であったことはいう

までもないし，１万年前をピークとし以後減少に転じるという，公転軌道

による太陽放射の絶対的な変化が寒冷化イベントのインパクトを変え，急

激な気候変化の引き金になった可能性も留意しておかなければならない。

ヤンガードリアス・イベント

　ヤンガードリアス期という寒の戻りは，レバント回廊（シリア・パレスチ

ナ）のナトゥーフィアンの人々に麦の栽培という農耕へのきっかけを作っ

たといわれている。１万5000年前の温暖・湿潤化のなかで，落葉ナラを

中心とする森が拡大し，人々は草原から森林へ移住してナトゥーフィアン

文化という定住型の狩猟採集生活を営んでいったと考えられている。安田

喜憲によれば，１万2800年ごろに始まる気候の寒冷・乾燥化は，森林の

生産性を落として食糧不足をもたらし，その結果，森林と草原の狭間にあ

る湿原で生育していた野生麦を取捨選択して，栽培化への道筋をつけたと

いうのである（安田2004: 201-5)。しかるに，シリア，アレッポの東にある

アブ・フレイア遺跡からは13000年前のライムギの栽培種が発見されてお

り，時期的にはヤンガードリアス寒冷期直前であった(Hillman etal.2001）。

栽培化自体は，寒冷化以前に進められていたのであり，寒冷化は生業の重

心を農耕の方へより進めるプッシュ要因であったと考えた方がよいようで

ある。

　他方で東アジアに眼をむけると，後氷期に向けての温暖化がより早く1

　　　　　　　　　　　　　　－49－



　　　　　　　　　　　気候変動と文明の崩壊

万6500年頃前には始まっており，対応して中国や日本においてこの時期，

土器が発見されている（安田2004: 164-69)。生態系が温暖化とともに変化

し，広葉樹林の森林が拡大し，それに適応した定住型の土器文化が発道し

ていった。アジア（夏季）モンスーンも東郷湖のデータでは１万年ほど前

から急に活発化したとされるが，他の地域（中国大連，韓国済州島）では１

万5000年ほど前から活性化が窺われ，インド洋においても同じ時期イン

ド（南西）モンスーンの活性化が窺える3）。公転軌道の変化による大陽放

射の上昇は，氷河に蓋われた北大西洋亜極区域より大平洋・インド洋を中

心として熱帯区域の海面温度を先に上昇させ，シベリアとオーストラリア

の大陸性高気圧の季節的な変動との組み合わせにより，アジア‥モンスー

ンの活性化を促したと考えられる。東アジア・インド地域の温暖化は風系

の変化とともにいち早く進行し，ヤンガードリアスの影響は遂に弱かった。

このような温暖化に対応して，野生稲の北限も北上し，長江流域に道した

とされ，その後の気候変動をきっかけに栽培化へ道んでいったのであろう。

長江中流域では，１万4000年前にまで潮るとされる稲の栽培種のプラン

ト・オパールと籾殻が発見されている4）。

　中南米ではカボチャ，トウモロコシ，ヒョウタンなどの栽培種のプラン

ト・オパールが完新世前期（1万年前～7000年前）のものとして，エクアド

ル，コロンビア，アマゾン東部，パナマ大平洋岸などの熱帯雨林地域から

発見されており，7000年前にはトウモロコシ耕作が行われていたのでは

ないかと推測されている(Piperao and Pearsall1998:182-239)。さらにニュー

・ギニア高地においても，１万年ほど前にある種の農耕が行われていた証

3)福澤(2002: 326, 337),安田(1990: 95-97)。

4)徐(1998: 39)。中国江西省吊桶環遺跡の調査から, lLOOOB.C.頃では稲の野

　　生種ないし中間種が圧倒的であったが，9000-8000B.C.になると栽培種が大

　　きな割合を占めることがわかっている。この間のヤンガードリアス期にま

　　たがった期間では，稲のプラントオパールが見られなくなるという(Ｚｈａｏ

　　1998)。最近，浙江省浦江の上山遺跡で１万年前に遡る栽培稲の籾殻が発見

　　されたという(新華社, 2005.1.22)。
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拠が見つかっている(Denham et al.2003)。このような栽培化に向けた地球

規模の行動は，環境の変化それも地球規模の気候の変化によって促された

と推測され，晩氷期を経た温暖化による植生上の変化にこそ，栽培化とい

う人類と植物の共進化過程が進行する出発点があったとも考えられる。そ

してその後のヤンガードリアス期という寒の戻りを経て，完新世という急

激な気候温暖化に呼応するように，地球規模で栽熔化に向けて人類は一斉

に行動を変えていったと考えられる5)。

　定住化と農業への転化は別物であると現在考えられるようになっている

が，１万5000年程前の環境の変化は，野生種の取捨選択と栽熔化を地球

規模で生み出し，西南アジアと東アジアではいち早く定住化か進んでいた

(東アジアではすでに土器が作り出されていた)。しかし，このことは即，農業

への転化を意味するのではなく，しばらくの間，狩猟採集と農耕の混合経

済が続いていたのであり，中近東では8500B.C.頃に，中国では7000/6500

B.C.頃に，中南米では遅れて3000/2000Ｂ.Ｃバこなって，農業を主体とす

る村落形態がみられるようになった6)。

イベント5（8200B.P.）

　第２の急激な寒冷化は8200年ほど前（6400-6000B.C.)に起きているが，

これはハドソン湾イベントとも呼ばれている現象であり，ハドソン湾に大

西洋の海水が流入し大陸水が急に融け，北大西洋の水温が低下したのであ

5）中南米については，農業と土器の存在が遺跡において確認されるのは2000

　　B.C.頃であり，気候の温暖化との時同上のずれが無視できないほど長くな

　　っている。このため，完新世前期の温暖化よりも5800年前のエルニーニョ

　　に関連した湿潤化に，農業の起源の関係があるのではないかという考えもあ

　　る(Sandweiss etal.1999）。

6）ただし，中南米の熱帯雨林地帯では7000年ほど前には農業が行われていた

　　のではないかと主張されており，論争中である。中東,東アジア，新世界な

　　どの，最近の農業の起源に関する研究の概要については, Bellwood (2005:

　　51-54, 116-20, 148-58)を参照されたい。また, Yasuda (2002）収録の各論文

　　も参照されたい。
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る。これにより，北アメリカ，アフリカ，アジアに急激な寒冷化と乾燥化

か発生した7）。ソレク洞窟（図3）でもこの時期に6 13C の急低下と6 180

の上昇がみられており，アフリカ湿潤期の中にあって急激な乾燥化かあっ

たことを示している。東アジアでも同調して寒冷化がみられる（図4）。レ

バント回廊では先土器新石器時代Ｂから土器新石器時代に移行していく

時期に相当する。シリアではアムーク文化が，北メソポタミアでは（プロ

ト）ハッスーナ文化が，他にアナトリア，ザグロスで固有の土器文化が発

生するが，パレスチナでは土器文化が生まれず発生まで500年遅れる。す

なわち，この時期，定住型の土器農耕文化は中東では北部に偏っており，

南部は乾燥化により農耕から遊牧へ生業を変えていったものと思われる。

　アナトリア高原東方のヴァン湖の堆積物からの分析により，6400B.C.

より5750B.C.まで低湿度の状態が続き，その後湿潤度は高まって4400/

4300B.C.まで続くことがわかっている(Lemcke and Sturm 1997）。ソレク洞

窟でも6500年ほど前まで高い降水量が窺われ，それ以降乾燥化して現在

と同じ地中海性気候に変わったと推測されている(Bar-Matte w et al.1998）ｏ

紀元前６千年半ばからは中東でも温暖湿潤化していったわけであり，6000

B.C.頃に北メソポタミアではハッスーナ期に，中部メソポタミアではサ

マラ期に入り，依然として土器新石器時代にあったのが，5500B.C.頃に

は北ではハラフ期に，南ではウバイド１期という鋼石器時代に入っていき，

以後4200B.C.頃までウバイド期と呼ばれるメソポタミア全土におよぶ考

古学的時期に続いていく。この拡大時期がちょうど5500~4500B.C.の温

暖湿潤時期に相当していることは興味深い。 6000B.C.以降（とくに5000Ｂ.

Ｃ.以降）は，他の地域をみても，農耕により重点がおかれた社会が形成さ

れていく時期であり，ヨーロッパ，東アジア，メソアメリカ，ニュー・ギ

ニアで村落ないし農耕の遺跡がみられるようになる。

7) Barber et al.（1999), Hu et al.（1999), Street-Perrott and Perrott （1990）
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イベント4(5900Ｂ.P･)

　第３の寒冷化は，5900B.P. (3950B.C.)頃に設定されているが，4200~

3200B.C.は気候区の大きな変化が起き始めた転換の時期であったといえ

よう。レバント回廊の時期区分では土器新石器時代から銅石器時代への移

行期と銅石器時代から青銅器時代前期への移行期の期間にあたり，それぞ

れの移行期では乾燥化か生じていた(Issar and Zohar2004: 28)。これはメソ

ポタミアではウバイド期終末期からウルク期後期の期間にあたり，都市国

家へむけて社会がおおきく変化していった時期に当たる。パレスチナ(ソ

レク洞窟)では4500B.C.頃以降地中海性気候に転じ，アフリカの湿潤期

は3500B.C.頃には終わりを告げている。安田(1990,2000)によれば,3700

Ｂ.Ｃパ14C年代5000B.P.)頃に地中海，西アジア一帯に北緯35度を境にし

て以北では冷涼湿潤化か，以南では乾燥化か生じたという(安田1990:214-

15,2000:129-35)。また，ワイスによれば，5200Ｂ.Ｐ.(3200-3000B.C.バこ世

紀規模の急激な寒冷・乾燥化か生じたとされ，ヅァン潤，オーマン湾，ソ

レク洞窟でそれぞれその証拠が確認されているという(Weiss 2000)。ウル

ク期が終わり，ジェムデド・ナスル期に入る時期であり，北シリア，北メ

ソポタミア，南西イランにおいて独自の文化が現われ，南メソポタミア・

シュメール文化は南方(ペルシャ湾)に影響を与え始める。インドにおい

ても，北西インド・タール砂漠では，5000B.C.頃に降水量が増えて湖が

出現し，4200Ｂ.Ｃ・に急に水位が低下して3500B.C.頃には枯渇してしま

ったという(Enzel eta1.1999)。

　紀元前４千年紀が西アジア一帯における乾燥化への転換期であると述べ

たが，その引き金が公転軌道の変化とともに，図５に表れているように，

太陽活動の衰退にもあるように思われる。図５は紀元前５千年紀から現在

までの，世界各地の年輪標本から抽出された14C値偏差を表しており，

高い値ほど14C濃度が趨勢から乖離して高くなっていることを示し，放

射性炭素同位体の生成を阻む大腸活動が減衰していることを示唆している。
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これによれば，4200B.C.から2800B.C.までひときわ高い偏差が周期的

に生じており，大陽活動の衰退が気候に影響を与えたことが窺えるのであ

る。メソポタミアのウバイド期にみられた，水系単位の地域圈を緩やかに

つなぐ祭祀ネットワークは，終末期に動揺をきたし，地域間のひとの移動

を促して，最終的には解体して，ウルク期という，地縁的な専業集団と都

市集注を特徴とする，階層社会が形成され，都市ならびに周辺地域を結び

付ける交易ネットワークが拡大していった（小泉2001:205-6)。紀元前４千

年末期にウルク期は崩壊し，紀元前３千年紀の初期王朝期という，都市間

の覇権抗争時代に入っていく。抗争が終わり帝国へと統一されるのが，

2350B.C.頃のアッカド帝国成立時期である。

イベント3(4200Ｂ.P･)

　紀元前３千年紀の末期になると，地球規模の寒冷化現象がみられる。ワ

イスによれば，4200~3900Ｂ.Ｐバこ急激な寒冷・乾燥化か起こっており，

先はどのヅァン湖，オマーン湾，ソレク洞窟でそれぞれ変化が確認されて

いる。その他，ドイツ西部(ホルツマール湖)，アフリカ東部(キリマンジャ

ロ山)，ぺルー北部(ワスカラン)，日本(東郷湖)などと，世界各地でこの

時期急激な変化が認められている8)。ところが，図５の大陽活動の変化に

関しては，急激な変化は認められない。そこで考えられることは，公転軌

道による大陽放射の減少が蓄積してこの時期に不連続な気候の変化をもた

らしたという可能性である。完新世中期から後期への変化がこの時期に起

きて気候区が変化していることは確かであり，しかもその変化が急激であ

ったということである。

　寒冷化現象は，北半球では北極高圧部の拡大とともに，中緯度偏西風と

寒帯前線の南下，ならびに熱帯収東帯(ＩＴＣＺ)の南下を引き起こしたはず

8)それぞれ, Zolitschka and Negendank (1997), Thompson et a1.(2002)，Ｔｈｏｍｐ-

　　son et a1.(2000), Kato et al.(2002)を参照。
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であり，北大西洋ではＩＴＣＺの南下とともに亜熱帯高気圧が南下・拡大

し，サハラ砂漠の乾燥化を進行させ，さらに西アジア（ィラン高原），タク

マラカン砂漠，ゴビ砂漠の乾燥・拡大化へと繋がっていった。北大西洋亜

極区域では（おそらくアリューシャン海域においても）冬期に寒帯低気圧の発

達を促し，ヨーロッパ西部の寒冷・湿潤化をもたらしたであろう。似た現

象は南半球でも起きたはずであり，中緯度の乾燥地帯は北方に拡大したは

ずである。

　紀元前４千年紀から３千年紀の時期は中緯度地域において温暖湿潤から

寒冷乾燥へ変化していった時期であり，ユーラシア大陸では４大文明の発

祥地域でそれぞれ農耕社会が一段と高度化していった時期でもある。しか

し，4200B.P.のイベント３の影響については地域的な違いがみられる。

2200~2000B.C.の間にメソポタミアでは異常気象が何度か生じ，北シリ

アの拠点集落が放棄されており，異常気象から派生した政治的混乱がアッ

カド帝国ならびにウル第３王朝の崩壊に繋がったと考えられている。エジ

プトでもナイル川の水位激減により，政治的混乱が引き起こされ，その結

果古王国が崩壊し第１中間期に入っている9）。このような乾燥化と異常気

象は，熱帯収東帯の南下と不活発化によるナイル上流域の降水量の減少，

ならびに亜熱帯高圧帯の勢力拡大による北アフリカ・西南アジアの乾燥化

に対応して発生したと考えられる。

　インダス流域では，すでに乾燥化した気候の中でハクラ・ガガール流域

の上流からインダス下流域まで至る都市国家群が生まれ，交易ネットワー

クを発展させていたにの時期タール砂漠は完全に砂漠化している）。イベン

ト３はインダス文明には直接的な影響を与えたようには思われないが，紀

元前２千年紀に入り，1800B.C.頃から乾燥化か急激に進行し，さらにハ

クラ・ガガール河の水路が東方に変更し，上流域と中流・下流域の分断化

9)メソポタミアについてはWeiss et al.(1993)，エジプトについてはHassan

　　(1997)，さらに金子(2000)も参照。
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が進行して，インダス文明は生命力を失い，衰退していくことになる

(Mughal 1990,Possehl1997）。

　中国では，紀元前３千年紀になると，気候は冷涼・乾燥化し，対応する

ように，黄河，長江流域で地域的な階層社会が発達し，都市の原型という

べき囲壁集落が階層別に発達していった。しかしながら，4000B.P.頃の

イベント３に対応して発生した気候変動は，中国では乾燥化というよりは，

急激な冷涼・湿潤化であったと考えられる。図４のように，黄土高原の夏

季モンスーンはこの時期活発化し，湿潤化したことが窺われるのである。

寒冷化により，中緯度偏西風が蛇行，南下し，他方太平洋高気圧が何らか

の形で拡大して，夏にモンスーンを活発化させて，寒帯前線（ポーラーフ

ロント）を刺激し続けたと考えられる。この冷涼・湿潤化は黄河，長江中

流・下流誠に洪水を引き起こし，ある段階まで高度化していた地域的社会

の基盤を被壊してしまったと考えられる。各地域文化はその後衰退し，代

わって被害の少なかった黄河中流域（中原）に初期王朝（夏王朝）がうまれ，

中国は青銅器時代に入っていくのである1o）。

イベント2(2700B.P･)

　イベント２の寒冷化か発生した時期を暦年代に直すと, 750B.C.頃にな

るが，より解像度の高いグラフ(Ｂｏｎｄ et a1.2001)によれば, 750B.C.の他

に1200/1300B.C.にもうひとつのピークがあり，図５の14C偏差でもそ

の時期にピークが観察される。イベント２の寒冷化は，この意味で，太陽

活動の急激な減衰によって引き起こされたと推定できるわけであり，とく

に前半の寒冷化に関しては大陽活動の減衰が1400B.C.からすでに始まっ

ており, 1, 2世紀ほどの遅れをともなって寒冷化か生じていることにな

る。西南アジアの気候は，イベント３の寒冷化以後，1600B.C.頃から回

復して温暖化に転じ，1500/1400B.C.に温暖のピークを迎え，1200B.C.

10) Stanley et al.(1999), Wu and Liu (2004)，王(2004)を参照。
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頃に突然寒冷化した(Issar and Zohar 2004:160-1)。さらに750B.C.を中心

とする寒冷化については，突然起こった気候変動と考えられており，大気

循環と深層海流の変化などにより地球規模で発生していたと推定されてい

る(Geel and Rensen 1998)。

　この時期の政治・社会上の変化は，遺跡，記念碑，文献などにより，東

地中海一帯に王国の崩壊，都市の略奪・破壊，民族移動があったことがわ

かっている。考古学上の時代区分でも，青銅器時代後期から鉄器時代初期

に移行する時代の節目であった。東地中海では，｢海の民｣の侵攻により

ミケーネ王国，ヒッタイト新王国が崩壊し，アナトリア・レバント沿岸都

市は略奪・破壊され，それはエジプト新王国にまで至り，さらに混乱は他

の地中海沿岸にまで及んでいた(Issar and Zohar2004; 165)。

　｢海の民｣はエーゲ海・ミケーネ文化圏の住民らしいが，民族移動はそ

れだけでなく，この時期，アルメニア人，フリギア人のアナトリア侵入，

ドーリア人のバルカン半島南下などが並行してみられる。ヨーロッパでは

800~700B.C.頃に気候が悪化し，スカンジナビア半島からユトランド半島

にかけて居住していたゲルマン民族が，低ザクセン地方(ドイッ北西部)

に移住を開始し，その結果ケルト民族はライン河東岸から追い出された。

ケルト民族はライン河流域からローヌ河沿いに南下し，その後のヨーロッ

パ各地への拡散を決定づけることになった(鈴木2000: 104-105)。

　ロシアとその周辺地域では，イベント３の寒冷化以後(4500-3500B.P.)の

影響は全般的な寒冷・乾燥化であり，農耕から遊牧への生業の転化を促し

たが，イベント２に関わる3400/3300~2800/2700B.P.頃には好転し，湿

潤化したという(Krementski 1997)。ウクライナ東部では同様な傾向をみせ

ながらも1300B.C.から800B,Ｃにむけては乾燥化してステップが拡大し

た(Gerasimenko 1997)。他方，鈴木秀夫によると，中央アジアのステップ

・砂漠地帯は遂に湿潤化したらしい(鈴木2000: 95-96)。おそらく，これは

イベント３以後前半においてみられた現象であろう。イベント２が関わる
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3400/3300B.P.以降では，バルハシ湖の水位が下がっていることから，反

対に乾燥化かこの地域で進行したと思われる。イベント３では乾燥地域が

ロシア南部まで北上する一方，寒帯前線の南下で中央アジア一帯は冬期に

湿潤化したと考えられる。しかし，イベント２ではさらに寒冷化して気候

区全般が南下して中央アジア付近を乾燥化させたと思われる。イベント３

とイベント２の影響の違いは，中緯度偏西風の位置と蛇行状況の違いにも

拠っていたのであろう。中央アジアにおける1000~800B.C.の乾燥化は，

この地域に強力な遊牧騎馬民族を誕生させ，世界史に大きな影響を与える

ことになった。

　インドでは，1500B.C.以降，インダス文明がすでに地域的に分裂し，

衰退していた後に，アーリア人が北方からパンジャーブ地方に侵入し，ヒ

マラヤの麓から東方ヒンドスタン平原に展開し，生業を遊牧から農業へと

変えていき, 500B.C.頃には平原に都市を中心にした小国家が並立するま

でになる。中国では，紀元前1000年初めに商（殷）王朝が滅ぼされ，周

王朝が成立した（西周）。紀元前770年には遊牧民族の侵入と諸侯の内紛

により周王朝が分裂し，最終的に都を洛陽に置いた東周が成立し，以後春

秋時代に入ることになる（尾形・平勢1998: 121-25)。これら一連の動きが

イベント２の寒冷化ピークの間に起きていたことは，興味深い。さらに，

最近の年代推定により，日本の弥生時代早期が紀元前900年頃には始まっ

ており，韓国では紀元前10世紀に潅漑式水田稲作が始まっていたが，100

年以内には九州北部に伝播していたであろうとされている（春成・今村

2004:18）。縄文時代後期がイベント３に，晩期がイベント２に関連して画

定される可能性が高まっているのである。

　インド北西部（タール砂漠）のデータは4000~2000Ｂ.Ｐバこ完全に砂漠化

して気候変動がわからなくなるが，南西インドのデータを代理に使うと，

14C年代3500Ｂ.Ｐパおよそ1800B.C.)頃に急激に乾燥化しており, 14C年

代2200Ｂ.Ｐパおよそ200B.C.)には現在と同じ気候になったとしている

　　　　　　　　　　　　　　－59－



　　　　　　　　　　　気候変動と文明の崩壊

(Bentalebet al.1997)。中国黄土高原では，4000から2500B.P.まで夏季モ

ンスーンの活動は弱い方であったが，海面水位（東郷湖）や降水量（琵琶湖）

は趨勢としての高水準にあったといってよい。しかし気温は中国，日本と

もにイベント２の時期に急激な低下を示している（鈴木2000; 116)。

　メソアメリカでは，ユカタン半島（チチャンカナブ湖）からの堆積物の分

析により，14C年代3000B.P. (およそ1200B.C.)から乾燥化し始めたこと

が確認されており(Hodell etal.1995），マヤ文明の時期区分によれば，マヤ

地域の南部高地で紀元前1100年頃に土器をともなった定住村落が展開し，

紀元前1000年以降先古典期中期（900~400B.Ｃ.）の間に，南東部，中部，北

部へと定住型村落が展開して，人口増加とともに階層社会が進展していっ

たようである（中村1999: 39-40)。他方，アンデスでは古［先土器］期後期

（2500~1800B.C.［未較正値］）から神殿建設が始まり，土器製作がともなう

形成［草創］期前期（1800~800B.Ｃ.）にかけて農耕を中心とした地域神殿社

会が展開し，ベルーの北海岸から中央海岸にかけて大祭祀センターが築か

れる。しかし，紀元前800～700年頃に一斉に放棄されてしまい，新たに

北部高地に祭祀センターが形成されて形成［前期ホライゾン］期中期（800

~250B.C.)に入っていくわけであり，最終的に後期(250~50B.C.)末に神殿

社会は崩壊し，地方発展期という王国形成時代に移っていく。

　これら時代の境界となる800~700B.Ｃ.（14C年代：暦年代ではおよそ900~

800B.C.)にエル・ニーニョと思われる気候変動に見舞われて，海岸の大

祭祀センターは放棄されたとされており，また神殿社会の最終的な崩壊と

なる紀元前50年頃にも気候変動があったとされている（加藤・関1998: 212,

264-65)。エル・ニーニョという数年単位で起きる気候変動が社会の構造

を変化させるほどの影響を待ち得るのかという疑問が出されようが，イベ

ント２という千年単位で発生する気候変動に重なった場合は気候区の変化

をもたらすほど大きなインパクトを与えるわけであり，イベント２の時期

にマヤ・アンデス両文明が考古学的年代の一時期を画するほどの変化を受
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けていたことはひとつの事実として受け入れるべきであろう。

イベント1（1400B.P）

　イベント１については，西暦になおすと550A.D.頃となるが, Bond et

al.(2001）によれば，イベント１に相応する北大西洋亜極区域海面水温（代

理指標）は，紀元400～500年付近と700～800年付近で低温のピークを示

し，以後1200年頃まで上昇に向かっている。サルガッソー海の水温も，

幾分早く300~500A.D.頃には低温のピークを迎え，以後同じように上昇

に転じている(Keigwin 1997）。中国各地の気温，洪水（干ばっ）の指標も，

同じような動きを見せており，３世紀から気温の低下がみられ, 400~500

A.D.頃に寒冷，干ばつ（南部では洪水）のピークを示し, 700A.D.頃には

温暖な気候に変わっている（鈴木2000: 126-29)。日本では尾瀬の花粉分析

から, 240~732A.D.を冷涼な「古墳寒冷」期（屋久杉の年輪からは５世紀と，７

世紀半ば～8世紀半ばが寒冷期）としている（阪口1995,北川1995）。趨勢と

してみるならば，紀元１千年紀の気候は，前半に寒冷化に向かい，半ばで

転じて中世温暖期に向かって気温が上昇していくということである。

　このイベント１における寒冷化の引き金が何であったかは，必ずしも明

らかでない。過去１千年間とくに1850年以前の期間において，その気温

変動の内，41～64％は大陽活動の変動と火山活動で説明されるという

(Crowley 2000）。そうであれば，紀元１千年紀においても，大陽活動と火

山活動は気温変動の決定的要因と考えてよいであろう。しかし，図５から

もわかるように，この期間14C生成率残差からは大陽活動の顕著な減衰

は見られないようである。そうすると，残りの火山活動に原因が求められ

ることになる。紀元前１世紀と紀元１世紀の間，３世紀半ば，６世紀前半，

７世紀前半において火山噴火の形跡が認められるからである11）。

11)この時期の火山噴火活動については, Classen eta1.(1997), Hammer et al.

　　　(1997),Zielinskiet al.(1994)を参照。
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　実際，６世紀半ばに世界中で異常気象が発生したようである。キーズに

よれば，紀元530年代中頃，地球の気候は混乱の極みにあり，その後の百

年間に，既存の国家が崩壊ないしは衰退に向かい，新しい政治勢力が台頭

して世界の勢力図を変えていったという(Keys2000:訳9-12)。東ローマ帝

国は北からの異民族の侵入と南からのアラブによる圧力そして帝国内の伝

染病（ベスト）の蔓延により崩壊寸前になった。中東では同じく異常気象

による洪水のためアラビア南部の古代文明が消滅し，ベストの流行も加わ

って，政治的・精神的に不安定な状況に陥った。その結果，アラブが急速

に台頭し，ササン朝ベルシャを滅亡させて，サラセン（ィスラム）帝国が

拡大するきっかけとなったのである。

　西ヨーロッパでは異常気象と疫病により人口が急減し，経済的先進地域

ほど影響が大きかった。その結果，政局の不安定化をもたらして，フラン

ク王国の中心は依然として南部ではなく北部に置かれることになり，イン

グランド西南部，アイルランド東南部は疫病により大打撃を受け，ブリト

ン（ケルト）人の勢力は後退して，アングロ・サクソン人がイングランド

を席巻して，彼らの王国の勢力を伸ばすきっかけとなった。また，スベイ

ンの西ゴート王国では，同じく異常気象と疫病による経済的混乱と東ロー

マ帝国の進出の中で，内紛と反乱が勃発し，最終的にはアリウス派からカ

ソリックに改宗することによりアリウス派の拠点が消滅し，カソリック教

会の助けも借りて王国の体質をより中央集権的なものに変えていくことに

なる。

　中央アジアではこの天災が引き金になって，突願（トルコ）という遊牧

国家が勃興し，以後の東西の政治勢力に影響をあたえることになる。異常

な乾燥化にあって，突願は経済的打撃を受けていた柔然の支配下から抜け

出して，最終的には柔然を追い出して東西にわたる遊牧大帝国を築く。柔

然は西に移動して，アヴァール人として勢力を拡大し，ハンガリー平原に

定住して東ローマ帝国に圧力をかけることになるのである。東アジアでも
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異常気象は，天災（干ばっ），飢饉をもたらし，反乱などを引き起こして，

南北朝下の中国に大きな影響をあたえている。政局の不安定化は，最終的

に中国再統一一を促して，隋・唐大帝国の成立をみるのである。

　新世界では，メキシコ高原に君臨していたテオティワカンが崩壊し，政

局が流動化していったと考えられている。マヤ地域では都市国家の勢力国

が変動し，ティカル中心に反映していた古典期前期から有力都市が分立し

て文化的にも複雑化して行く後期に移っている。ぺルーでは，モチエ王国

において権力の中枢が低地海岸地方からアンデスの高原地域に移るが，勢

力の後退は隠せず，代わって高原地帯に拠っていたワリ王国が勢力を伸ば

すことになる。さらに，チチカカ湖周辺に300B.C.頃から成立していた

ティワナクは，この時期から隆盛期にはいり，1100Ａ.Ｄ.頃に祭祀センタ

ーが放棄されるまで続くのである。興味深いことは，節目となる時期に異

常な乾燥化か発生したことであり，メキシコ・ユカタン半島でもぺルー・

ケルッカヤ氷河でも，そのことが確認されている。ケルッカヤ氷河からは

535-665, 855-985,1384-1410A.D.に塵の粒子数が極度に多くなってお

り，極度の乾燥化か発生していたことが窺われ，同様にユカタン半島東部

のプンタ・ラグーナ湖でも585, 862, 986,1391A.D.頃に乾燥化してい

たことが認められている（Ｔｈｏｍｐsｏｎet al.1988, Curtiset al.1996）。

　さらに，北アメリカ（合衆国）大平原では，10世紀になると湿潤な熱帯

気団が入り始め，降水量が増加しており，他方合衆国南西都南部では乾燥

期に入り始めたという（鈴木2000: 226-27)。おそらく，極高圧都の勢力が

弱まり，熱帯収東帯の南北に位置する亜熱帯高圧帯の勢力が「中世温暖

期」に向かって伸長し，アメリカ両大陸における熱帯収東帯の位置は急速

に南北に狭まったのではないかと推測される12）。そうであれば，メキシコ

12）中世温暖期のアメリカ大陸の気候については, Stine(1998）を参照。南極大

　　　陸の大気や海面温度の変化が南米大陸のみならず，地球規模の影響を気候

　　　に与えていたことについては, Lamy et al.（2004）を参照。
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でもぺルーでもこの時期に乾燥化がみられるという観測に結びつく。９世

紀から10世紀の時期は，マヤ地方では古典期終末期（崩壊）にあたり，

マヤ中部地域の主要都市が衰退・崩壊していく時期に対応している。さら

に，ケルッカヤ氷河では920A.D.頃に塵粒子が極度に多くなっているが，

アンデス高原では1000A.D.頃を境に気候が湿潤から乾燥へ移行し始め，

乾燥化は農業生産に多大な影響を与えて文明の基盤を揺るがすまでになっ

たようである。1100A.D.頃にティワナク帝国は崩壊し，その祭祀センタ

ーは放棄されるに至るのである(Binfordeta1.1997）。

イベントＯ（小氷期）

　小氷期の始まりと終わりがいつになるのかは，いろいろ説が分かれるよ

うであるが，14世紀になり寒冷化とともにぺストが世界中で猛威を振る

い始め，17世紀後半になり終息に向かい始めるという動きにちょうど連

動するように，小氷期は14世紀から始まり，18世紀には終わりを告げ，

温暖化に入り始めるとみることができる。もちろん，寒冷化と温暖化には

地域差があり？冒一概に始まりと終わりを期することはできない。

　イベント１と異なって，小氷期には大陽活動との関連性が古くから指摘

されてきた。太陽（黒点）活動が衰退していたという３つの期間（ウォルフ

極小期，シュぺーラー極小期，マウンダー極小期）が観測ないし推測され，そ

れぞれ14世紀前半，15世紀後半～16世紀前半，17世紀後半に対応し，

寒冷化か深刻化した時期にあたっていた。図５からも14C生成率偏差が

14世紀から17世紀まで高まって，３つのピークができていることがわか

る。小氷期の寒冷化は，世界各地で代理指標を通じて観測されており，時

期と気候の内容に差があるとはいえ，世界規模の現象であったことが認識

されている13）。

13)紀元後の気候データの概要は鈴木(2000)に収録されており，小氷期の気候

　　　変動の様子も参照可能である。小氷期については，他にLamb(1977,1982)
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　歴史的にみれば, 14, 15世紀は中世の終末（黄昏）期にあたり, 16, 17

世紀は近世の始まりにあたる。符合するように，地域差があるといえ，小

氷期には３つの極小期に対応して寒冷化か厳しくなった期間がある。中世

の崩壊を決定づけ，近世の展開を導いた時期に，小氷期の厳しい寒冷化な

いし付随した気候区の変動が重なっていたことは，他の寒冷化イベントで

も政治・社会変動が同じように発生していた事実をみるにつけ，単なる偶

然と扱うわけにはいかない14）。

　政治的な変化に眼をむけると，14世紀後半には世界各地で新しい政治

的勢力が成立ないし台頭し始めている。東アジアでは紀元1368年に明帝

国が興り，西アジアでは1370年にチムール帝国が成立している。チムー

ルは1395年に西アジアを統一し，1402年のアンゴラの戦いでオスマン・

トルコを破り，１世紀の関西アジアの覇権を握るのである。南インドでは

1336年にヴィジャヤナガル王国が興り，王朝が変わりながらも継続して

いたとはいえ，16世紀半ばになると急速に衰退していった。タイでは1351

年アユタヤ朝が興り，ベトナムでは1418年明軍を駆逐して独立して黎朝

が成立している。代わって，カンボジアのアンコール朝やジャワのマジャ

パヒト王国は15世紀にはいって衰退していった。翻って，1392年朝鮮で

は高麗から李朝朝鮮に変わり，日本では同年に南北朝の皇統が合一し，南

北朝の抗争が終了している。ヨーロッパでは英仏間で百年戦争（1339～1453

年）が起こり，最終的にイギリスは大陸の拠点を失い，英仏ともに国民国

　　　やGrove (1988)も参照されたい。ここ1000年間の気温の変化については

　　　Jone et a1.(2001)を参照。

14)小氷期に対応する中世末期から近世の時期，欧州においては人口減少，農奴

　　　制の崩壊，財政国家の成立など劇的な社会経済変動がみられ，芸術，宗教，

　　　科学など精神的領域においても革命的な変化が進行していた。関連する気

　　　候変動，社会経済変動，科学革命などに関する叙述としては, Fagan(1999,

　　　2000), Matossian (1997)，桜井(1987)などを参照されたい。とくに異常気

　　　象に関しては1695年，1771年，1816年が異常気象の年として観測され，

　　　付随して生じていた(フランス革命などの)政治・社会的事件が注目され

　　　ている。これについては, Grove (1988: 417-19), Lamb (1982: 235-38),桜

　　　井(2003: 80-99)などを参照。
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家への基礎固めの緒をつけることになった。また，教皇の権威は低下し，

アヴィニョン幽囚の後，1378年の教会の大分裂で決定的になる。同調し

て，ドイツでは神聖ローマ皇帝の選出に教皇の権威が退けられるようにな

り，1356年に７選挙侯による皇帝選挙制度が確立する。

　新世界に眼をむけると，南米では1100~1400A.D.の間高原地帯は乾燥

期であったとされ，逆に海岸地域は湿潤期にあったとされる。ケルッカヤ

氷河からは1400A.D.前後に極度の乾燥化か認められるが，その後1500

Ａ.Ｄ.頃から寒冷化か進行していった。チチカカ湖の水位も15世紀を境に

それまでの低水位から高水位に変わっており，乾燥期から湿潤期に転じた

ことが窺われる(Binford et al. 1997)。政治面では，ティワナクの崩壊の後，

インカ帝国成立(1438A.D.)までの期間は後期中間期と区分され，北部海

岸ではチムー王国が，高原地域では幾つかの地方国家が並立する地方割拠

の時代であった。メキシコでもアステカが北方の干ばつを逃れてメキシコ

盆地に入ったのは1345A.D.頃とされ，それから1640A.D.までは比較的

湿潤であったとされる(Ｏ･Hara et a1.1994)。この時期，アステカ（テノチト

ラン)は周辺の都市国家を組み入れて勢力を伸張させ，帝国を形成するま

でに至る。マヤ地方では北部地域でマヤパンを中心とした共同統治体制

(マヤパン連合)が成立していたが，15世紀半ばに反乱が起きて連合は崩壊

し，以後小国家が分立する状態になり，都市の衰退が進行した。崩壊以前

プンタ・ラグーナ湖では1400A.D.前後に異常な乾燥化か起きていた(Ｃｕr-

tisetal.1996)・

　16世紀になると，近世への足がかりとなる政治的勢力の変化が各地で

見られるようになる。紀元1500年にチムール帝国が滅び，代わってオス

マン・トルコが伸長する。オスマン・トルコは1517年にエジプトを占領

して，スルタンェカリフ制をとり，西アジアの西部を領有することになる。

他方，イランではサファヴィ朝が1501年に成立し，西アジア東部を支配

してオスマン・トルコ帝国と並立する。インドでは1526年ムガール帝国

　　　　　　　　　　　　　　－66－



　　　　　　　　　　　気候変動と文明の崩壊

が成立し，17世紀始めには北インドの大部分を領有するに至っている。

東アジアでは豊臣秀吉の朝鮮出兵（文録の役）により明は出兵を余儀なく

され，その後国内に動揺が続くことになる。 1616年に後金（清）が興り，

中国本土への進出を因って，1644年には清か実質的に中国を支配するの

である。日本では，1590年豊臣秀吉の天下統一後，1603年に江戸幕府が

聞かれている。ヨーロッパでは，新大陸の発見の後，1519年にカール５

世が神聖ローマ皇帝に即位し，同時期に新大陸ではアステカ帝国を滅ぼ

し，1533年にはインカ帝国を滅ぼして植民地化し，ヨーロッパと新大陸

にまたがったハプスブルグ大帝国を成立させている。ロシアでは1547年

にイヅァン４世がツァール（皇帝）を称し，ロシア東方に勢力を伸張させ

ていった。 1613年にロマノフ朝が聞かれて後，ロシアはシベリア方面に

勢力を拡大していく。

　このように16世紀は大帝国の成立の時代であるが，ヨーロッパを除き，

アジアではいち早く帝国の勢力が決まり，17世紀にはいわゆる「帝国の

平和」が訪れることになる。中国は１7世紀に明から清への移行があった

ため，その分「平和」は遅れることになったが，西アジア・インドに比べ，

帝国の平和は長く続くのである。平和の到来は軍事面の関心を薄れさせ，

文化の成熟をもたらすことになる。他方，ヨーロッパでは宗教改革に端を

発した宗教戦争が各地で勃発し，その中で最初の「近代的経済」を成立さ

せたといわれるオランダが独立する。ヨーロッパの主要国は，国民国家単

位で行動するようになり，軍事的衝突はヨーロッパのみならず新大陸，ア

ジア・アフリカの植民地においても以後継続して発生していった。当然な

がら，軍事的関心は継続し，科学の発達を促しながら，西洋の軍事的技術

は発達していく。最終的には東西の政治的均衡を崩すまでにその差が拡大

するのである。

　以上のように１４世紀から17世紀に発生していた政治的変動は，社会経

済的な変動とともに，イベントＯ（小氷期）の寒冷化現象と連動していた
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ことを示唆する。ただし，これは気候変動の時代が政治的変動（社会経済

上の変動）の時代と重なっていたことを示しているだけであり，その因果

関係または関連性が直接分析されたわけではない。しかし，直接的な関係

の分析が欠如しているからといって，７つのイベントにかかわる気候変動

とその時期に人間の行動が組織的に変化していたという事実は，無視され

るべきものではないであろう。何ゆえに，地球規模の寒冷化に代表される

気候変動が，直接的にも間接的にも，人間の行動空間上の変化に繋がった

のかを解明することは，決して無駄ではないと思われる。

　4.気候変動と国家の崩壊

　以下では気候変動が文明に与える影響を，前近代社会を中心に理論的な

側面から見ていく。まず文明の概念を国家などの政治的集団の支配・従属

関係で代表させることから始めることにしよう。これは，分析のための単

純化と呼ぶべき操作であり，文明自体その内実は多様で，決して政治的側

面に限定されるわけでない15〉。それにもかかわらず，現象的には政治的関

係がもっとも表面に現れやすい。他方で，人間が直接関与しない環境の部

分を［自然］と総称するのであるが，人間にとっては所与であっても，自

然の領域はそれ自体変動するものであり，その変化はあるときには恵沢と

なり，あるときには災厄となって現れる。気候は自然の一部を構成し，生

態系はその変動により大きな影響を受けるのである。

　政治の領域と自然の領域をシステムとして考えてみる。そして，その両

者を連繋するもうひとつのシステムとして，人間の経済的活動を表す領域

を考える。それぞれを政治システム，自然システム，経済システムと呼ぶ

ことにしよう（図６参照）。自然システムは，さらに気候システムと生態系

15）文明は政治的領域（国家）を超えるものであり，例えば，「文明は国家がそ

　　　の内に埋め込まれる，より広域の社会秩序と共有価値の集合である」(Yoffee

　　　2005:17),または「共有された宗教,政治,経済的思想と概念の基礎の上に

　　　建てられた諸制度の複合体である」(Demarest 2004: 275)という指摘もある。
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　図６　自然，経済，政治システム

自然システム

に分けられる。ここでシステムの用語を使ったのは，システムの概念がそ

の構成要素間の相互作用を前提にして他から区別される全体性と，それを

維持する自律性を意味するところにあり，以下の分析で便利であるためで

ある。システムには，外部とのインプット・アウトプットを含まない閉鎖

システムと含む開放システムの違いがあるが，後者にあっては，外部ショ

ックの影響にもかかわらず構成要素間の相互作用の性質は維持され，ある

ときには適応過程としてシステムの性質を内部から変更することがある。

いわゆる自己組織化という特性がシステムの概念には含まれている。

　自然システムのサブシステムというべき気候システムは，大陽放射，宇

宙線，火山噴火などといった外部ショックを絶えず受けているのであるが，

第２節でも述べたように，それを増幅するだけでなく，内生的に変動を引

き起こすメカニズムを組み込んでいる。超長期的に眺めれば，気候は大変

動するものなのである。気候変動に適応する形で，地球上の生物は固有の

構み分けをして生態系を形成し，気候区の変化に応じてその棲息の領域を

変えていく。他方，人間の活動に眼をむければ，生産・分配・消費に代表

　　　　　　　　　　　　　　　－69－



　　　　　　　　　　　気候変動と文明の崩壊

される経済活動は多様な組織の形態とその間に張られるネットワーク様式

に対応しながら発展している。経済システムは，狩猟採集や農業・牧蚕業

において生態系の一部と交錯し，気候の変化に翻弄されるという意味で，

自然システムと重なる。しかし，その一部ということでなく，経済システ

ム自体は自律して変化しており，その内容を発展（ある意味で進化）させて

いる。

　政治システムは，政治的集団ないし組織の間の支配・従属，連帯・対立

といった政治的関係とその関係を維持させる制度的（立法的）設計で特徴

づけられる領域である。とりわけ国家内部ならびに国家間の関係は重要で

ある。国家が成立してどのような規模で均衡し，その体制が維持されるか。

ある国家が他を吸収，滅亡ないし従属させ，覇権国家から帝国までどのよ

うに発展するか。それがどのように継続し，変容していくか，そして最終

的には崩壊して，どのような新しい体制が生まれるかは，政治システム特

有の主題（テーマ）である。国家はその構成員（国民）を支配・管理するた

め，幾つかの権力を行使するのであるが，その行使の代理人（貴族，官僚，

軍隊，神官など）を扶持するために，国民に余剰生産物を収納させ代理人

または利益関係者に分配する再分配制度を継続可能な形で成立させなけれ

ばならない。そこに，経済システムとの関わりがでてくるわけであり，政

治システム内での国家の盛衰は，並行して経済システム内で経済的単位が

どのような形で組織化され，経済単位間のネットワークを進化させている

かと連動しているのである。

　それでは，気候変動で代表される自然システムのゆらぎが，どのように

政治システムの動揺にまで連動するのであろうか。前節で提示された状況

証拠からみれば，きわめて長いスパンをとると，気候変動は多大な影響を

人間社会とりわけ国家の体制に与えている。ここで長いスパンという言葉

を使ったのは，気候変動の長期的な変化がそのまま一対一に時間上段治シ

ステムの変化（国家の盛衰）に対応しているわけでないことを示唆するた
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めである。超長期的にみれば，気候は突然に大変動するのであるが，その

トレンドの下で観察される変動パターンがそのまま政治システムの変化の

パターンに対応するわけではない。気候変動が政治システムの大変動（崩

壊）に同調することもあれば，表面上政治システムに（王朝の交替のような）

おおきな変化がみられず同調しないこともある。さらに前節で概観したよ

引こ，時代の経過とともに，政治システムは気候変動のような自然システ

ムの動揺に対して，耐久性を獲得しているように見られる。気候変動によ

り農村部に飢饉が発生しても，支配階層が集注する都市では，再分配制度

の整備により食糧不足は発生しないというパラドックスがみられるのであ

る（藤田1991: 32, 39）。

　気候変動という自然システムの動揺に直接影響を受けるのは，狩猟採集

経済では自然の生産物であり，農業では栽培物の収穫量である。このよう

な第１次部門で産出される生活必需物資は気候条件に左右されやすく，収

穫物から再生産に必要な費用を除いた余剰生産物も気候変動に連動して変

化する。経済システム内では余剰の生活必需物資に依存して分業の程度が

進化し，製造物，建設，サービスなどの第２次，第３次部門で生産物が多

様に産出可能となる。そして，その分業体制を維持するように交易ネット

ワークが発達する。過度の寒冷化や温暖化という気候変動は，それが長期

化すれば，第１次部門の生産量を低下させ，分業の程度を制限し，交易ネ

ットワークの複雑化を阻害する。これに政治システムという再分配の原理

で構築された領域が介在してくると，さらに経済システムの経済循環の構

造は複雑化する。おもに租税・貢物によって収納された余剰物資は，権力

者とその代理人層に再分配され，一部はさらに上層の権力者に貢納・贈与

されて，分配物は権力の階層構造に対応して最終的に消費される。貨幣経

済が進展すると，その収納と消費は貨幣を通じて行われるが，再分配制度

という交易ネットワークとは異なったルートが政治システムを通じて発生

することは確かである。
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　このルートが，生活必需物資の生産地である農村と，権力者と代理人が

集住する都市との間にみられる「都市と農村のパラドックス」（藤田1991:

24）を生み出す元となる。気候変動による飢饉の発生は農村部に大きなダ

メージを与え，都市部では被害が相対的に軽微となる。このパラドックス

は，権力に裏付けられた余剰物資の都市への集中という，再分配ルートの

堅固な存在によって可能となる。権力者と代理人ならびに民衆が集住する

都市部は，この意味で気候変動という外部ショックには耐久性を持ってい

るのである。逆に都市部のなかで飢饉が生じることは，直接ないし間接的

に接触する代理人と民衆に不安と不満をもたらし，政権基盤に直接動揺を

与えることになる。権力者は都市住民の動向に敏感にならざるを得ない

（藤田1991: 139-152)。

　それでは，耐久性をもった政治システムの基部，換言すると農村部門の

上に再分配ルートを通じて構築された都市の階層構造が，気候変動を契機

にして動揺し，究極には崩壊するとすれば，どのようにしてそこへ至るの

であろうか。それも，変動のショックが軽微であっても長い時間が経過し

て崩壊に至る場合や，ショックが短時間に増幅して崩壊に至る場合などが

考えられ，このように多様なルートを前提にした上で，国家はどのように

して崩壊に至るのかという議論である。

　そもそも政治システムの表層部分を変化させるのは，権力者とその支持

層の変更である。それは，暴力的にも平和裡にも行われうる。政権の交代

などという現象は，政治的・軍事的に行動する集団間の抗争の結果，実現

されるものである。本来，対立関係にある支配者と従属者の基盤は共通で

ある。政治システムの基部に乗って，対立関係にある権力者たちはお互い

抗争し競争しあって，支配と従属の政治的関係を構築している。政治的関

係はその構成員間の権力均衡の上に成立しているのであり，一見制度的な

頑健性を示していても，その状態を守ることが当事者同士で相対的に有利

であるという意味で維持されているにすぎない。したがって，政治的関係
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が崩れ，新しい支配・従属関係が生まれるとすれば，それは構成員間の権

力均衡が崩れ，新しい候補者に権力の源泉の重心が移行したときである。

それは，それぞれの構成員を支える政治的システムの基部が，外部的ショ

ックにより動揺をきたし，地域によってそのダメージが一様でない場合に

潜在的に進行する。この意味で，政治システムは外部ショックに対して酎

久し，システムを保持しうるのであるが，外部ショックを契機にその構成

要素を維持する基部において変容が進行し，構成要素間の相互作用（均衡）

が崩れてシステムの内容を突然変化させることはありうる。

　先に政治システムの基部を構成する部分に経済システムが重なっている

と述べたが，その経済システムの基部となる生産部門，前近代社会であれ

ば，農村部における生産者（農民）の活動と，気候変動に代表される自然

システムとが密接に関連しあっていることは既にふれた。超長期的なタイ

ムスパンで観察される気候変動の影響は，それが地球規模であるがゆえに，

気候区の変更を強いるほどに大きく持続的なものとなる。とりわけ，湿潤

性と乾燥性気候の変更が顕著に観察される周辺地域では，農業か牧畜業か

の選択を迫られるであろうし，全般的な気候変動により植生と動物の分布

が変化する状況では，狩猟採集から栽培・家畜化への変更，もしくは居住

地の移動などといった，より本質的な選択に迫られることもあろう。その

大変化は，漸進的なベースであっても，経済システムにおける基部の性質

を大きく変えるものであり，交易ネットワークという相互作用の内容も派

生的に変えるものである。

　気候区の風土は，人間集団の社会的関係，派生して政治的関係にも影響

を与え，例えば，部族制ないし首長制という階層構造の弱い並列的な体制

を維持するか，国家という階層構造で構築された体制に進化し，階層の内

容を高度化し規模を拡大させていくか，という政治システムに関わる領域

に関連していく。概して，湿潤で植生の豊かな地域では狩猟採集経済が温

存され，農業が伝播しても，狩猟採集との混合経済が継続し，それに伴っ

　　　　　　　　　　　　　　　－73－



　　　　　　　　　　　気候変動と文明の崩壊

て政治・社会的関係も部族制ないし首長制の段階に留まる傾向にある。他

方の乾燥性・ステップ気候では，遊牧経済が圧倒的であり，農業は副次的

である。その広範な移動範囲からもわかるように，家族，部族単位の行動

が支配的であり，政治的な連繋は部族制に基づいたものとなる。農業を基

盤にして，初期国家(early state)が進展していく地域は，この両者の気候

区に挟まれた，適度の降水量が望める，または灌漑が可能な，乾燥地域に

限定されている。例えば，メソポタミア，ナイル流域，インダス流域，黄

河流域，メキシコ高原地域，ペルー高原地域などである。後世に人口が集

中的に増大する，湿潤な温帯地域（北西ヨーロッパ，ヒンドスタン平原，長江

流域など）は初期国家の揺鎧地ではなく首長制システムに留まる地域であ

り，国家が成立するのは森林を伐採し，開拓により発展していった後であ

った。

　天水ないし灌漑農業が可能な準乾燥地域は，農地を維持する費用が比較

的安く済み，農耕可能な土地に沿って集落が自然発生的に分布していく。

それら農村部を結び付けるハブの地点により規模の大きい集落（町，都市）

が成立し，権力者（首長）が住居する拠点となる。権力者は中心的集落ご

とに割拠するわけであり，相互に牽制・競争し合う同列政体間作用(peer

polityinteraction)という特有の首長制システムを形成する(Renfrew 1986）。

首長制が形成する領域の間の交流が地理的に困難であり，独立性が保たれ

やすいような植生の豊富な亜熱帯・温帯地域では，初期国家への発展は阻

害される。遂に，準乾燥性の地域では交流が比較的容易であり，その分，

支配・従属の政治的関係が進展しやすい。国家は，権力者たちの階層を制

度化したものであり，空間上，農村集落から町・都市，大都市に至る余剰

物資の集中と逆方向の消費の流れを構造化したものに他ならない。準乾燥

気候の河川に沿った地域に初期国家が発生したのは，それなりの理由があ

ったのである（明石2002）。

　集落・都市間の階層構造は，強制力を具体化した権力（軍事カ）に基づ
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くこともあったであろうが，国家形成の初期時点ではむしろ，各集落の住

民が個別に信奉する祭祀を中心都市の権力者が統合することにより，実現

され維持されたと考えられる16）。祭祀を中心にした宗教的イデオロギーが

政治的関係の維持に果たす役割は，時代を潮るごとに大きくなる。逆に初

期時点で祭祀体系のもとで階層化した都市・集落の体系は，そのまま一極

集中の形に進化し祭祀中心の国家を形成する場合を除けば，相互に対抗す

る権力者が複数存在して軍事力を行使した覇権抗争に進展し，最終的に圧

倒的な軍事力に裏付けられた国家（王国・帝国）に取って代わられる。実

際，祭祀イデオロギーによる統合から強制力による国家形成に代わるパタ

ーンが各地で数多くみられる。

　イデオロギーにせよ強制力にせよ，国家の形成は余剰物資の供給地とな

る農村部（集落）の上に立つ中心的都市の再編成によって実現するのであ

り，その編成原理が動揺すれば，国家は分裂し，より小規模の対抗する複

数国家の体制に変化する。国家の盛衰を各地域でみていくと，統合と分裂

を繰り返しており，統合の期間は実質的にはそれほど長くはないという指

摘がある(Feinman 1998:102-3)。他方では，統合・分裂を繰り返しながら

も，その支配する領域は趨勢として拡大しており，近世において大帝国が

成立するまでに至っているともいわれる(Taagepera 1978）。時代の経過と

ともに，統合と支配のための制度はより強固となり，領域が広範になって，

外部ショックに対し耐久力をつけることになる。しかし，地域の求心力は

依然として残っており，各地域の自律性は否定できない。何らかのショッ

クを契機に大帝国が分裂・崩壊するという現象は，現代においても観察さ

れる（明石2003）。

16）東南アジアや中米（マヤ）などの亜熱帯地域では，地理的背景から地域的政

　　　治勢力が自律的になる傾向が強く，その分強制力による統合よりも宗教的

　　　権威と発揚に基づいた政治的統合（劇場国家）が有利となる(Demarest 2004,

　　　Geertz 1980, Tambiah 1976）。国家以前の首長制の段階では，イデオロギー

　　　による政治的権力の確立は，軍事力や経済力と同等もしくはそれ以上に有

　　　効となる。これについては例えばEarl (1997）を参照されたい。
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　ところで，経済システムは国家を中心とした政治的システムの内容に大

きな影響を受けながらも，それ自体自律した組織化原理を有している。気

候変動に対応した生業形態の変化を受けながら，地域単位の経済は生産物

の特性を変え，それに対応して交易（商業）ネットワークを通じて分業体

制を再構築していく柔軟性を備えている。交換ないし市場の扱うエリアは

それぞれ商品ごとに異なり，市場を結び付けるネットワークも異なってく

るのであるが，概して，気候変動という自然システムの変化に長期的には

順応して，各地域の持産物を結び付けるルートを絶えず再生し，地域内と

地域間の交易（商業）ネットワークを複雑化しているのが経済システムの

特性である（明石2004）。

　再度，気候変動が政治システムにもたらす影響を造ってみることにしよ

う。気候変動が長期的なトレンドの中で顕著にみられるとき，それは気候

区の変更を促し，生態系の変化を引き起こす。特に寒冷化は乾燥化を付随

的にもたらすが，地域によってはポーラーフロントの移動（南下）により

湿潤・寒冷化か進行する。前近代の農業中心経済では，天候不順により農

作物に影響を与え，その収穫量を低下させる。短期的な気候変動はときに

は飢饉をもたらすが，租税・貢物を中心にした再分配制度が依然と働いて，

農村部を犠牲に都市部は食糧を確保する。しかし，気候変動が趨勢として

進行している場合は，生産量の長期的な低下は避けられず，国家の扶養人

口を維持するのに必要な食料生産が困難になる。

　さらに地域ごとに気候変動の影響が異なる場合，地域の中心都市の繁栄

と沈滞が新しく発生してくる。それに応じて地方権力者たちの権力分布が

変化し始め，国家を構築する階層構造に揺らぎが生じてくる。とりわけ，

国家の周辺地域にあって従属しながらも相対的な独立を保っていた権力者

または外部にあって競争的地位にある対抗国家などが，気候変動に大きな

影響を受けずにある場合ないしは相対的に抵抗力をもっている場合，権力

の均衡が崩れるにしたがって既存の秩序を守るよりも破壊して新しい政治
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的関係を構築しようとする誘因が高まってくるであろう。

　国家（王国）が崩壊に至る場合，気候変動という外部ショックからかな

りの時間を要して表面化することはありうる。気候変動が長期的に継続す

る場合，個別のショックは断続的に発生するわけであり，不作，飢饉とい

う形で継続化し，ときには疾病の流行により破滅的になることがある。国

家機構の頑健性は翻って実質的な増税という形で農村部に負担をかけ，そ

れが蓄積して流民化や地域的な暴動を発生させる。流民化は生産基盤を欠

落させ，略奪と暴動は人心を荒廃させ治安を悪化させる。中心都市への再

分配ルートはその分麻痺し，それが都市部での政権に対する不満の温床と

なる。都市住民への食糧の確保はますます農村部への負担を重くし，さら

に流民化を促して悪循環と化する。

　他方で，地方の権力者は国家の求心性が弱まるに応じて，周辺部から物

資を集積して再分配ルートを再編させ，政治的権力を強化し，最終的には

国家への対抗勢力として軍事力を行使するようになる。政治的秩序ないし

既存の制度を強制的に変更または破壊して，政治的優位性を確立しようと

する誘因が高まり，結果的に抗争（内乱）状態が生まれることになる。内

乱の継続は国内の生産基盤を破壊し，広域にわたる再分配制度を破壊して，

国家を崩壊させ分裂状態を生み出す。たとえ，このような内部の分裂が生

じなくても，外部の対抗勢力（国家，部族）が存在し，比較的気候変動の

被害を受けていない場合には，政治的な主導権を握る，または経済的利益

を引き出すため，戦争状態に入り，同様の破壊的な状況を生み出すであろ

う。内部からでも外部からでも，対抗勢力との強制力を行使した戦争状態

は，国家がそれを排除したとしても，戦費という重い負債を残すことにな

る。荒廃した農村部で農民への度重なる賦課は国家への求心性をさらに弱

め，分権状態を決定づけることになる。統一を促す強力な政治的勢力が生

まれなければ，不安定な分権的政治システムは継続することになる。

一
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　5.近代とは

　前節で扱われた前近代社会は，有機経済(the organiceconomyバこ築かれ

ていたことを確認しておかなければならない。有機経済とは，動力をもっ

ぱら人力と畜力に依存しており，そのエネルギー源は人畜を維持するのに

必要な食料であり，その他に水力，風力，そして燃料として木材，一部に

化石燃料（石炭，石油）に依存するという経済である。前近代社会は，動

力の上で自然の産出物に基本的に依存する経済であったのであり，文明の

果実を直接に表現する政治と文化の構造物は，このような有機経済の上に

建てられていたのである。

　文明が高度化するにしたがって，森林破壊，塩化現象，土壌流出などの

環境破壊という負の産物が進行したのは，近代社会だけのことでなく前近

代社会においても同様であった17）。しかし，前近代社会においてはその基

盤を有機経済という，自然の産出力と復元力という生態的循環システムに

置いていたゆえに，環境破壊は長期的には自殺行為であった。自然を征服

するという人間の活動は，前近代社会においては限界があり，それを超え

ると便益より費用が上回り，費用は環境破壊となって自然の産出力に依存

した生産基盤を崩してしまう，という制約が働いていたからである。さら

に，気候変動は自然の産出力と復元力に負に働き，文明の経済的基盤を侵

しかねないほど影響力をもっていた。

　近代とは，このような前近代社会の制約を超えることを意味していた。

近代社会とは何よりも動力革命とエネルギー革命の産物であったのである。

内燃機関の発明は人畜力をはるかに超える動力の利用を可能にしたのであ

り，化石燃料という地球が何億年をかけて蓄積したエネルギーのストック

を大量に消費することによって，それは実現できたのである。動力革命と

技術進歩により，近代的経済は人口成長という制約からも解放されて成長

17）例えば, Carter and Dale （1995）や湯浅（1993）を参照。
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することができ，経済の規模は拡大して第１次部門から第２次，３次部門

に中心は移っていった。交通機関の発達は地域の市場を連繋し，分業化を

促し，第２次，３次部門の拡大は都市化を進行させて都市への人口の集中

をもたらすことになる。これらの過程は地域・国家を超えて進行し，世界

は市場を通して連繋し，一度外部からショックが加えられれば，それは連

鎖反応して世界中に波及していったのである。

　経済成長と付随するエネルギーの大量消費は，大量の産業廃棄物の排出

を伴うものであった。地球が何億年の間に蓄積してきた化石燃料の短期間

の消費は，窒素酸化物，二酸化炭素，メタンなどのガスを大量に排出し，

地球の温暖化に無視できない影響を与えている。地球が過去の歴史のなか

で示してきた気候変動の増幅作用が，大陽活動や地球内部の変動要因だけ

でなく，人間の活動自体が引き金となって作用し始める可能性が高くなっ

てきたのである。完新世という比較的安定した時期でも気候変動は内在的

に発生していたのであるが，さらにそれ以前の氷期において極めて急激な

気候変動が発生していたことは見逃してはならない。

　経済システムが自然システムの制約を超えて急速度で膨張し，世界規模

で分業化と多様化を進行させてきたことは既にふれた通りである。政治シ

ステムは，その膨張する経済システムの一画を占め，技術的革新を通じて

強制力のレベルアップを実現させてきた。その具体的な現象が軍事力の増

大であり，国家間の乾柿，とりわけ戦争の深刻化であった。19世紀は経

済が世界規模で拡大していった世紀であるとすれば，20世紀は経済シス

テムの中で進行していった技術革新の成果を受けて高精度の兵器が生み出

され，大量の殺戮が行われた戦争の世紀といわなければならない。

　ところが，一見政治システムは拡大した経済システムの上に立って，強

制力を強化させ，その独立性と頑健性を獲得したかにみえるが，実は依然

として，人間は第１次部門の産出物に依存せざるをえなく，その第１次部

門は自然システムと密接な関係を維持しているという意味で，脆弱である
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といわざるをえない。急激な気候変動により第１次部門の産出力が低下し

たとき，国家の間に無視できない緊張が高まることは，現代においても例

外ではないのである。

　人間の活動が質量ともに急速度で拡大していることは，自然システムに

無視できないほど反作用を及ぼし始めており，とくに気候システムに及ぼ

す影響は蓄積していき，急激な変化をある時期に引き起こすほどに大きく

なっていると思われる。公転軌道の計算から推定される寒冷化傾向を打ち

消すように，経済活動に伴う大量の排出物は短期間で地球温暖化をもたら

し，急激な気候変動のメカニズムの引き金を引く危険性が高まっていると

考えられている（根本1992: 60-61)。地球のもつ急激な気候変動メカニズム

は，人間が活動する領域（政治・経済システム）に多大な影響を与えてきた

ことは，過去の歴史が示している通りであり，その破壊力は決して忘れる

べきではない。
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